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研究成果の概要（和文）：まず、全国のシルバー人材センター会員事故データの二次分析により重篤事故の発生
状況と要因に関しての実態を把握した(研究1ｰA)。その後、都内のシルバー人材センター会員を対象に郵送調査
を実施し、特にフレイル高齢者で転倒事故が多いことが明らかになった（研究1-B）。さらに、安全就業委員と
高齢者会員を対象にフォーカスグループインタビューを実施し、事故防止体制の課題を明らかにした（研究
1-C）。これらの結果を踏まえて、シルバー人材センター職員や保健師などの支援者だけでなく本人も活用でき
る手引きを作成し、事故や傷害事故のリスクに関する情報提供の重要性を確認した（研究2）。

研究成果の概要（英文）：[Study 1-A]: Secondary analysis of accident data from Silver Human Resources
 Center members was conducted to grasp the actual situation regarding the occurrence and causes of 
serious accidents. [Study 1-B]: Mail survey was conducted targeting Silver Human Resources Center 
members in Tokyo, revealing that falls are particularly common among frail older adults. [Study
1-C]: Focus group interviews were conducted with safety employment committee members and older 
members to clarify issues with the accident prevention system. Based on these results, in [Study 2],
 Guides were produced that can be used by individuals themselves as well as supporters such as 
Silver Human Resources Center staff and public health nurses, confirming the importance of providing
 information on the risks of accidents and injury accidents.

研究分野： public health
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高年齢(60歳以上)者の就業に対して、労働力人口の減少に対する社会経済的な要請に加えて、本人の所得確保や
生きがい、健康維持等の多様な側面からも期待が寄せられているが、高年齢者ほど労働災害の発生率が高い傾向
である。こうした中、年々、会員の高齢化が進むシルバー人材センターの会員を対象として、事故やヒヤリ・ハ
ットの実態について検討することは、産業衛生学的に、産業医の配置が義務化されていないような小規模の事業
所等においても適応可能な労災防止策を提示することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

60 歳以上の高年齢者の就業に対して多面的な効果が期待されるが、労働災害（以降、労
災）発生率が高いことが指摘されているが、高年齢就業者の労災は、産業衛生や老年医学等、
様々な分野の境界領域でもあり、先行研究が極めて乏しい。そのため、就業状況・環境の側
面や加齢に伴う心身機能の変化について研究し、学際的に評価した統合的知見が求められ
る。 
 
 
２．研究の目的 
 
 上記のような認識を持ち、本研究では下記の 3 つの目的を設定した 
(1) シルバー人材センター会員（以降、シルバー会員）の中等度以下の事故や未然に回避し

たヒヤリハット事案を含む事故イベントの実態を明らかにすること 
(2) 事故イベントが発生する要因を明らかにすること 
(3) 高年齢就業者が安全に働くためのポイントを整理し、提示すること 
 
 
３．研究の方法 
 
 これらの目的を達成するために、以下の 4つの研究を実施した。いずれも調査にあたって
は、事前に所属機関において研究倫理審査委員会での承認を得て実施した。 
 
研究 1-A 
 全国のシルバー人材センターにおける重篤事故データについての二次分析を実施し、発
生状況・要因の整理をおこなった。具体的には、全国シルバー人材センター事業協会が保有
しているデータの使用許可を受けて、平成 21 年度から平成 30 年度に発生した全国のシル
バー人材センター会員の重篤事故の事故発生報告書の内容について分析した。 
 
研究 1-B 
 高年齢者の事故イベント発生とその多面的な関連要因を明らかにすることを明らかにす
るために、東京都内 7か所のシルバー人材センターに登録されており、調査時から遡って過
去 1年以内に実働したことのある就業会員（以降、シルバー会員）を対象とする、郵送自記
式質問紙調査を実施した。 
 
1) 対象者 
東京都内 7 か所のシルバー会員のうち、令和 2 年 9 月から令和 3 年 8 月までの期間に就

業実績のある合計 10,640 人を対象とした。その内訳は、A区（2,305 人）、B区（2,378 人）、
C区（1,675 人）、D市（548 人）、E市（1,422 人）、F市（1,184 人）、G市（1,128 人）であ
った。 
 
2) 調査方法 
 令和 3年 11 月～12 月に郵送による自記式質問紙調査（以降、ベースライン調査）を実施
した。内容は、就労目的、就労の満足度、出退勤時や就業中の事故経験及び怪我の有無、安
全就業に関する研修状況、心身の健康状態、個人属性（性別、年齢、教育状況、暮らし向き）
等であった。また、追跡調査への協力が得られた C区と F市に対しては、令和 4年 4月、7
月、10 月、令和 5 年 1 月の 4 回にわたり、郵便で「ヒヤリハット・事故報告書」の様式を
送付し、ヒヤリハットや事故が発生した際にその具体的な内容を記載して返送を求めた。加
えて、令和 5 年 1 月の調査時には 2 度目の自記式質問紙調査（以降、追跡調査）を実施し
た。 
 
3) 分析対象 
 ベースライン調査は、有効回答を得た 7,975 人を分析対象とした。また、ベースライン調
査に回答のあった C 区と F 市のシルバー会員 2,034 人をヒヤリハット・事故報告及び追跡
調査の分析対象とした。 
 
4) 分析方法 
質問紙調査では、センター別に、①シルバー会員が従事している作業内容を整理、②就業

中や就業場所への行き帰りに発生した事故の実態を整理し、③シルバー会員のフレイル度
と事故発生の関連について検討した。また、「ヒヤリハット・事故報告書」では、いかなる



状況下でどのようなケガが発生しているのか関連について検討した。 
 
研究 1-C 
 シルバー人材センターで会員の安全就業や安全衛生管理に従事している会員や事務局職
員へのフォーカス・グループ・インタビュー（以降、FGI）を実施した。 
 
1) 対象者 
 東京都内 2 か所のシルバー人材センターを対象に、①就業を行う会員（8 名）、②安全適
正・就業委員の会員（6名）、③事務局職員（6名）の三者へヒアリングを実施した。 
 
2) 調査方法 
 FGI は、令和 4年 11 月に、就業会員 2～3 名，安全適正・就業委員 1～2名，事務局職員
1～2 名を 1 組として、計 4 組実施した。インタビューは、インタビューガイドを用いた半
構造化面接法により、各シルバー人材センターの会議室内で 1 組につき 60 分間実施した。
調査の際は、参加者に承諾を得た上でインタビュー内容を録音した。内容は、事故が起きや
すい状況、事故防止体制で重要なこと、事故防止体制上の課題等であった。 
 
3) 分析方法 
 インタビューデータを逐語録に起こして質的内容分析を行った。逐語録を文脈（コード）
に区切り、意味内容の類似性により「サブカテゴリー」及びその上位概念としての「カテゴ
リー」を生成した。 
 
研究 2 
 研究 1 として実施した 3 つの調査の結果を踏まえて、シルバー人材センター会員の安全
就業に利活用できる手引きを作成した。手引きは、シルバー人材センター会員向け、シルバ
ー人材センター職員等の支援者向けの 2種類を作成した。 
 
 
４．研究成果 
 
研究 1-A 
 就業中の事故では、男性会員、75歳以上の会員、長期在籍者、「技能群」従事者で事故発
生率が高く、約 6割の事故が【保護具、服装の欠陥】に起因するものであった。就業途上の
事故では、女性会員、高年齢会員、長期在籍会員で事故発生率が高く、その多くは第三者が
関与する交通事故であり、【環境的要因】に起因するものであった。今後、シルバー人材セ
ンターでは、後期高齢層の更なる増加が見込まれることから、体力チェックなど健康度の把
握および、自転車を含む車両による通勤の制限等の被災リスク管理が求められると考えら
れた。 
 
研究 1-B 
 ベースライン調査では、就業場所への出退勤時にケガや事故を経験したことがある会員
は全体の 1.8%であること、就業中の事故発生は 1 割程度であり転倒経験が最も多いこと、
切り傷や擦り傷あるいは打撲などの怪我が多いこと、庭木の剪定や除草作業中のケガが多
い傾向が見られた。シルバー人材センターの安全就業に関する取り組みは、研修会の開催や
安全啓発に関するチラシ等があるが、定期的な研修会への参加者は 3割程度であり、安全啓
発のチラシ閲読者は 7割程度であった。 
 会員のフレイル（生活機能が全般的に衰えた虚弱な状態）のレベルに着目して分析した結
果、健常な非フレイルの人に比べて、プレフレイル（フレイル予備群）やフレイルの人は事
故の経験を有することが多く、非フレイルの人を基準にするとプレフレイルの人は 1.57 倍、
フレイルの人は 2.31 倍事故を多く経験していた（図 1）。一方で、プレフレイルやフレイル
の人は、安全就業に向けた取組みについて学ぶ機会を活用していないケースが多く、研修会
不参加者や安全啓発のチラシ未閲読者の割合が有意に高かった。特に、フレイルの人のチラ
シ未閲読者は非フレイルの人の 1.39 倍にもなっていた（図 2）。 
 追跡調査においても、ベースライン同様に転倒が最多であった（図 3）。受傷事故の発生
状況については「転倒×打撲」の組み合わせが最も多く、ヒヤリハットも「転びそうになっ
た」との回答が最も多かった。身体状態に分類すると、フレイル＞プレフレイル＞非フレイ
ルの順に転倒経験のある人の割合が多かった。 
これら、会員への質問紙調査の結果を総合すると、身体機能が低下すると受傷事故の発生

リスクが高くなる可能性があると考えられる。 
 
 
 



 
図 1 就業中の事故経験 

＊数値が大きいほど、事故を経験している割合が高い 

 
図 2 フレイルと安全就業に関する取組みについて学ぶ機会の未活用者の状況 

＊数値が大きいほど、それらの機会を活用していない割合が高い 
 

 

図 3 追跡調査における受傷事故の発生状況割合 
 



研究 1-C 
 FGI の内容分析により、労働衛生の基本的な考え方である＜安全衛生教育＞＜健康管理＞
＜作業管理＞＜作業環境管理＞の 4 カテゴリーに集約され、請負や委任という就業形態に
よる介入上の制限や、安全衛生管理関係者 3 者間で教育面での意識に相違が潜在すること
が確認された。対応策としては、仕事の提供時に現状の資源や働き方の工夫を会員と共に検
討するジョブクラフティングの活用や、安全委員を職種別に配置し、ベテラン会員から選任
することなどが考えられた。 
 

表 1 シルバー人材センターの植木剪定・除草作業時の事故防止体制における課題 

 ※森下 2023 より引用 
 

研究 2 
 研究 1の結果を踏まえて、東京都シルバー人材センター連合と連携をしながら、シルバー
人材センター会員向けには A4判 4頁構成の手引きを、シルバー人材センター職員や支援者
向けには A4 判 8 頁構成の手引きをそれぞれ作成した。 
 

 
図 4 作成した手引き（左：会員向け、右：職員や支援者向け） 
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